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年度＼区分 合計 １群 ２群 ３群 ４群
平成19年度 236 85 35 116
平成20年度 212 79 34 99
平成21年度 229 79 34 85 31

































































図５ １群の経年変化 図６ ２群の経年変化




第１位項目 第２位項目 第３位項目 第４位項目
１群 ⑨学校教員希望 ①教育学部希望 ⑩センター試験 ⑭カリキュラム
２群 ①教育学部希望 ⑭カリキュラム ⑨学校教員希望 ⑤先生の勧め
３群 ⑩センター試験 ⑭カリキュラム ⑨学校教員希望 ①教育学部希望























強く希望する 希望する 希望しない 全く希望しない
１　群 57% 29% ２% １%
２　群 68% 26% 0% 0%
３　群 32% 16% 11% ７％
４　群 76% 20% 0% 0%
図11 平成19年度　全体と各群別の割合
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図17 ３群の経年変化 図18 ４群の経年変化
図19 平成19年度　全体と各群別の割合
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図25 ３群の経年変化 図26 ４群の経年変化
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図27 平成19年度　全体と各群別の割合
図28 平成20年度　全体と各群別の割合
図29 平成21年度　全体と各群別の割合
図30 平成22年度　全体と各群別の割合
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おわりに
　筆者らは、「教職概論」をとおして、受講者一人一人が、教職の魅力、やりがいや使命感等
を理解し、教職への情熱や志向性、今後の学びに対する意欲を育むことや、本学部の教員養成
カリキュラムを理解し、様々な学びや活動に積極的に取り組む態度を身につけてほしいと願う。
　この稿では、入学当初（「教職概論」受講開始時）の学生や学生集団の、教職やキャリ
ア形成に関する動機、意識、意欲や態度等について、その「違い」、「幅」、「差」の有
無を探ってきた。「アンケート結果」という限られた枠内とはいえ、「違い」が見られた
ことは貴重であった。
　今後は、それらの「違い」が、「教職概論」における「学び」の成果や実感にどう影響
を与えているのか、「違い」に応じた改善点は何か等について解明したい。
　なお、「情報入手先」の結果に関連し、筆者らは本学部の取組を正しく理解して貰う努
力を怠るべきではないと考える。積極的な情報発信、メディア活用や開放、開示による正
しい認知こそ本学部の教員養成機能に対する信頼感につながると考えるからである。
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図31 情報入手先の経年変化
